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2023「居場所チーム」
の取り組み



2023「居場所チーム」

問題点

・上田市に中高生が放課後過ごせる居場所が不足している

・居場所はあるけれど、必要な人に情報が届いていない

解決策

X(旧Twitter)で居場所情報を集めて発信
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Xで発信（2023）

Xアカウント@team_ibasho

～あなたの居場所、教えてくれませんか～
#伝える見つけるで居場所の情報をポスト



2023→2024へ
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やってみて
わかった課題

2023

新しい目標

2024

・継続した情報発信の難しさ
・情報を届ける対象がXを見
ていない

・居場所の情報発信を強化
・より効果的に活動を進める
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新「居場所チーム」で
見つけた問題点
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2024「居場所チーム」
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挙がった問題点

若者の居場所は
家や学校に
限られやすい

学生同士が
繋がれる場所が

少ない

学生が
放課後に行ける
場所がない

上田市には若者の居場所が少ない？



上田市の居場所を検証
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上田市には若者の居場所が少ない？

メンバーが
知ってる居場所

新しく
調べた居場所

実は、上田市内に
若者の居場所はたくさんある

検
証



話し合いのテーマ
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新たな問題点

・居場所はあるが、
若者に情報が届い
ていない

・上田市の青少年
行政が弱い

若者に居場所の
情報を伝えるには、
どうしたら良い？

新たなテーマ
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課題を
どう解決する？
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課題の整理
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Xでの発信の課題

Xの投稿を
継続することの難しさ

一時的に注目度が上がって
も一過性のものである



「街頭アンケート」案
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若者のニーズの情報収取のため

街頭アンケート
を実施しよう

意見が
まとまらない…

アンケートは当日中止に…



チームの合意形成
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ひとりひとりが決断
チームを続ける？続けない？

チームの目的は
「情報発信」

居場所の
ターゲットは若者

2023のテーマを
引き継ぐ



新生「居場所チーム」へ
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合意形成後

・「遠慮」が吹き飛び話し合いが加速

・お互いを理解し、信頼することには時間を要する

メンバーの得意分野を活かした
情報発信で一致団結



話し合い風景
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新生「居場所チーム」
が動き出す！
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解決策
「若者の居場所カード」

17



コンセプト
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「若者の居場所カード」とは？

手にとって読める
上田市内の居場所紹介カード



カードの紹介
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特徴 パッと見て、自分に合う居場所がわかる

紙にした理由

基本
情報

アイ
コン

紹介
テキスト

・ネットで届きにくい
人に届けたい

・カード形式で、
手にとって読めるもの
がいい



実現したいこと

20

上田市内の若者の居場所を
「見える化」する

心地よい
居場所を
見つける居場所を

知る

カードを通じて
若者が 上田市に

良いイメージ
を持つ



居場所シール
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「居場所シール」のご提案
若者の居場所を
分かりやすくする目印。
居場所や施設、お店の
入り口にシールを貼る。



いろいろな居場所シール案
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デザインのゴール
・この居場所楽しそう
・気になる、行ってみたい！

居場所の「居」をキャラ化
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行政への提案
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「居場所カード」「居場所シール」を
印刷して市内の施設や居場所に置く

「居場所カード」をオープンソース化して
Webで共同編集できるようにする

「信州上田 若者ウエルカムマップ」
居場所の情報をマップ化して発信



提案❶
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「居場所カード」「居場所シール」を
印刷して市内の施設や居場所に置く



提案❷
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「居場所カード」をオープンソース化
して、Webで共同編集できる
ようにする



提案❸
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「信州上田 若者ウエルカムマップ」
居場所の情報をマップ化して発信



まとめ
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#伝える、見つける（2023）
「若者の居場所カード」
「若者の居場所シール」

若者がそれぞれ
「心地よい場所」を
見つける

学生が楽しめる町
若者が戻ってきたい町 上田



私たちの提案
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一緒に若者の居場所を
「見える化」しませんか？


